
2023年度A2タームに講義「脱炭素論」を開講！
東⼤まちづくり⼤学院カリキュラム

11/29〜1/31の⽔曜6限（担当：⼩林光・村⼭顕⼈ほか）

冬学期 夏学期

教育プログラムの特⾊（実践オリエンティッド）
・充実したコースワーク。
・現代的都市再⽣課題（⼈⼝減少、⾼齢化、交通、防
災、スマートシティ、そして脱炭素など）に焦点を。

・段階的な教育プログラム

（講義（20単位以上）、演習（6単位）、修⼠研究（4単位））



「脱炭素論」講義構成案（前半）
１．地球温暖化メカニズムと対策技術、

再エネ供給と省エネを掛け算による都市の利点・⼒
２．都市の細胞たる家や企業における脱炭素化
３．脱炭素政策の国内外の進化の歴史と国際ルールの意義、⽇本の政策の⽋点
４．東京都の環境政策  規模の経済

 閾値を超えることで出
現する、稀有・ニッチ
な能⼒、特殊な需要や
供給

 多様性が⽣む、⾼度な
分業・取引・相互依存
の関係（エコシステム
としての⼒）

都市の利点、都市の⼒

具体例：
VPP、TODなど



「脱炭素論」講義構成案（後半）
５．都市計画・まちづくり分野の気候変動対策（緩和策・適応策）
６．地区の持続性評価、エコディストリクトの枠組み
７．脱炭素まちづくりの事例（⼤規模開発型・漸進的更新型）
８．ディスカッション

エコディストリクトの枠組み


